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NPC

同

好

会

で

パ

ソ

コ

ン 

を

楽

し

ん

で

い

ま

す 

秋

の

レ

ク

レ

ー

シ

ョ

ン

 

本

年

も

あ

と

一

カ

月

で

新

年

を

迎

え

ま

す

、

会

員

の

皆

様

こ

の

一

年

は

如

何

で

し

た

か

？ 

 

世

界

で

は

い

ろ

ん

な

事

が

有

り

ま

し

た

「

Ｅ

Ｕ

諸

国

の

債

務

危

機

」

「

内

戦

」

「

隣

国

と

の

領

土

問

題

」
「

地

球

規

模

の

気

象

変

化

」

身

近

な

事

で

は

「

幼

児

の

虐

待

・

い

じ

め

」

等

々

先

行

き

が

見

え

な

い

・

不

安

な

問

題

が

次

々

と

起

こ

り

ま

し

た

。

そ

し

て

嬉

し

か

再

生

医

療

や

難

病

に

苦

し

ん

で

居

ら

れ

る

方

に

生

き

る

喜

び

と

希

望

を

抱

か

せ

て

く

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

受

賞

の

言

葉

に

、

「

日

の

丸

の

支

援

と

研

究

仲

間

に

感

謝

す

る

」

と

の

言

葉

に

感

激

し

ま

し

た

、

我

々

が

日

頃

忘

れ

が

ち

な

言

葉

だ

と

思

い

ま

す

。 

中西支部長 

皆さんお元気ですか 

寝屋川便り寝屋川便り寝屋川便り寝屋川便り    ((((1111))))            第第第第 34343434 号号号号            発行日発行日発行日発行日    2012201220122012 年年年年 12121212 月月月月 1111 日日日日 

っ

た

事

で

は

「

ロ

ン

ド

ン

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

」

で

の

日

本

選

手

団

の

大

活

躍

、

次

に

京

都

大

の

山

中

伸

弥

教

授

が

ｉ

Ｐ

Ｓ

細

胞

（

新

型

万

能

細

胞

）

で

ノ

ー

ベ

ル

生

理

学

・

医

学

賞

を

受

賞

さ

れ

た

事

で

す

。

一

日

本

人

と

し

誇

り

に

思

い

ま

し

た

。

ま

た

こ

の

技

術

が

午

前

中

の

バ

ス

内

の

時

間

当

て

・

ク

イ

ズ

・

ビ

ン

ゴ

等

の

表

彰

も

行

い

全

員

が

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。

 
 

 
 

 
 

 

続

い

て

舞

鶴

と

れ

と

れ

セ

ン

タ

ー

に

行

き

土

産

物

や

買

い

物

に

立

ち

寄

り

ま

し

た

。

新

鮮

な

海

産

物

や

地

元

の

名

産

品

が

山

沢

山

と

あ

り

会

員

の

皆

様

が

あ

れ

こ

れ

迷

っ

て

い

る

様

で

し

た

。 

そ

し

て

最

終

目

的

地

の

舞

鶴

引

揚

記

念

館

に

向

か

い

ま

し

た

。

こ

の

場

所

は

、

終

戦

後

に

海

外

「

特

に

シ

ベ

リ

ア

」

の

引

揚

者

を

戦

後

12
年

も

の

永

き

に

亘

っ

て

受

入

れ

さ

れ

た

港

で

あ

り

ま

し

た

。

館

内

で

は

学

芸

員

さ

ん

か

ら

、

熱

情

を

込

め

た

詳

細

な

説

明

を

受

け

参

加

し

た

会

員

が

感

動

し

た

状

況

で

し

た

。

 
 
 

 
 

ま

た

、

今

回

「

特

別

展

示

会

」

が

9
月

末

終

了

の

予

定

を

我

々

の

要

望

で

10
月

末

へ

延

長

し

て

頂

く

事

に

な

り

ま

し

た

。

こ

の

背

景

は

松

下

電

器

O
B
「

板

井

仁

一

郎

」

氏

が

昭

和

23
年

頃

か

ら

シ

ベ

リ

ア

抑

留

者

の

安

否

確

認

情

報

の

活

動

に

尽

く

さ

れ

た

も

の

で

す

。

大

先

輩

の

偉

業

を

感

謝

し

つ

つ

、

当

時

の

想

い

を

抱

か

せ

る

内

容

で

し

た

。 

 
 

帰

り

は

バ

ス

車

内

で

仮

眠

や

ビ

デ

オ

鑑

賞

を

し

て

無

事

出

発

地

に

到

着

し

ま

し

た

。

 

 

台

風

一

過

の

す

が

す

が

し

い

秋

空

の

下

、

定

例

行

事

の

【

美

化

美

化

美

化

美

化

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

】

が

十

月

一

日(

月)

市

内

８

公

園

に

て

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

今

回

、

国

松

公

園

か

ら

、

一

号

三

井

公

一

号

三

井

公

一

号

三

井

公

一

号

三

井

公

園園園園

、

二

号

三

井

公

園

二

号

三

井

公

園

二

号

三

井

公

園

二

号

三

井

公

園

へ

場

所

を

変

更

、

全

公

園

で

五

十

三

名

の

会

員

参

加

で

清

掃

活

動

を

行

い

ま

し

た

。 

本

年

の

社

会

貢

献

の

新

た

な

取

組

み

と

し

て

、【

松

愛

会

】

四

十

周

年

の

記

念

行

事

で

あ

る

「「「「

ま

る

ご

と

ま

る

ご

と

ま

る

ご

と

ま

る

ご

と

爽

健

爽

健

爽

健

爽

健

」」」」

の

中

の

【

人

の

健

康

】

、

【

環

境

の

健

康

】

を

主

眼

に

お

い

て

、

【

体

験

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

】

樹樹樹樹

をををを

植植植植

え

よ

う

え

よ

う

え

よ

う

え

よ

う

！！！！

を

計

画

し

て

お

り

ま

す

。 

そ

の

第

一

回

目

は

「「「「

ね

や

が

ね

や

が

ね

や

が

ね

や

が

わ

の

わ

の

わ

の

わ

の

生

物

多

様

性

生

物

多

様

性

生

物

多

様

性

生

物

多

様

性

」」」」

の

講

演

会

社

会

貢

献

活

動

社

会

貢

献

活

動

社

会

貢

献

活

動

社

会

貢

献

活

動

    

花

言

花

言

花

言

花

言

葉葉葉葉    
「「「「

謙

譲

謙

譲

謙

譲

謙

譲

」

「

」

「

」

「

」

「

困

難

困

難

困

難

困

難

にににに    

傷傷傷傷

つ

け

ら

れ

な

い

つ

け

ら

れ

な

い

つ

け

ら

れ

な

い

つ

け

ら

れ

な

い

」」」」

 

石蕗石蕗石蕗石蕗((((ツワブキツワブキツワブキツワブキ))))    

支

部

恒

例

の

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

が

10
月

25
日

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

満

員

の

バ

ス

2
台

で

八

坂

会

館

前

を

出

発

し

、

最

初

の

目

的

地

の

天

橋

立

に

到

着

。

ま

ず

は

橋

立

ビ

ュ

ー

ラ

ン

ド

「

股

覗

き

」

で

眺

望

し

た

後

文

殊

堂

界

隈

を

散

策

し

ま

し

た

。 

 
 

境

内

の

松

林

等

を

見

学

し

、

昼

食

の

「

宮

津

ロ

イ

ヤ

ル

ホ

テ

ル

」

へ

移

動

し

ま

し

た

。

こ

の

庭

園

で

記

念

写

真

を

と

り

ま

し

た

。

そ

の

際

、

を

十

月

十

三

日(

土)

に

寝

屋

川

市

民

会

館

に

て

寝

屋

川

市

の

環

境

部

の

講

師

二

名

の

ご

協

力

を

得

て

、

新

会

員

五

名

を

含

む

十

七

名

の

参

加

に

て

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

 
 

当

日

の

講

演

会

を

終

え

て

社

会

貢

献

活

動

の

一

環

と

し

て

は

環

境

問

題

等

を

考

え

た

と

き

に

は

必

要

な

事

と

思

い

ま

す

と

も

に

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

の

き

っ

か

け

づ

く

り

、

健

康

づ

く

り

の

仲

間

を

広

げ

る

活

動

に

期

待

し

て

い

る

等

多

く

の

ご

意

見

、

感

想

い

た

だ

き

ま

し

た

。

次

々

回

三

月

三

日

(

日)

の

第

三

回

目

の

開

催

へ

の

参

加

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。 

 

第 1 回「樹を植えよう」参加の皆さん 

坂井氏の活動を学芸員から 

股覗きからの眺望 
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「

十

三

仏

石

碑

」 

 

室

町

時

代

後

期

か

ら

江

戸 

時

代(

1550
～

1650)

河

内

地

方

を

中

心

に

、

一

部

は

大

和

・

山

城

に

か

け

て

十

三

仏

信

仰

が

流

行

し

た

。

自

己

の

死

後 

の

供

養

を

願

う

目

的

と

し

て 

自

分

の

生

存

中

に

行

な

う

行

事

で

、

逆

修

と

言

わ

れ

、

一

年

間(

旧

暦

は

13
ヵ

月)

に

行

な

わ

れ

た

。

行

事

の

後

、

造

り

出

し

た

大

半

は

、

花

崗

岩

で

舟

形

光

背

の

形

式

で

あ

る

。

板

碑

に

は

、

供

養

さ

れ

る

本

尊

仏

像

が

彫

ら

れ

て

い

る

。

初

七

日

か

ら

33
回

忌

に

至

る

13
回

の

供

養

の

仏

事

を

司

る

13
の

仏

・

菩

薩

・

明

王

を

主

尊

と

し

て

表

現

さ

れ

て

い

る

。

頂

上

の

虚

空

蔵

菩

薩

は

天

蓋

を

頂

き

三

体

四

段

に

配

置

し

て

い

る

。 

 

枚

方

市

野

村

元

町

の

法

楽

寺

で

は

、

「

萬

岩(

ヨ

ロ

ズ

イ

ワ)
」

と

言

わ

れ

て

い

た

が

、

寝

屋

川

市

で

は

板

石

碑

と

言

わ

れ

、

高

宮

・

秋

玄

寺

に

高

さ

114
cm
の

板

碑

が

あ

り

右

側

に

逆

修

・

左

側

に

永

禄

十

三

年(

1570)

と

刻

ま

れ

寝

屋

川

市

の

文

化

財

に

指

定

さ

れ

て

史

跡

巡

り

余

話

 

寝屋川便り寝屋川便り寝屋川便り寝屋川便り    (2)(2)(2)(2)        第第第第 34343434 号号号号            発行日発行日発行日発行日    2012201220122012 年年年年 12121212 月月月月 1111 日日日日 

基幹及び定例行事予定 

◆新春懇親会  1 月 12 日（土） 

い

る

。 

 
 

 

堀

溝

・

大

念

寺

に

は

、

大 

小

石

が

あ

り

、

大

き

い

方

は 

高

さ

115
cm
で

慶

長

十

六

年 

(

1611)

、

小

さ

い

方

は

高

さ

90 

cm
で

、

慶

長

十

四

年(

1609)

の 

年

号

が

刻

ま

れ

て

お

り

、

共 

に

文

化

財

に

指

定

さ

れ

て

い 

る

。 

 
 

他

に

明

光

寺

や

正

緑

寺

に

も

あ

り

大

阪

府

内

に

約

50
基

が

あ

り

、

北

河

内

に

18
基

が

現

存

し

奈

良

県

側

の

も

の

を

合

わ

せ

て

、

生

駒

山

系

に

約

50
基

が

認

め

ら

れ

て

い

る

。

 
 

 
 
 

3
班

 

清

水

良

祐 

◆美化ボランティア 4 月１日(月) 午前 9 時  

公 園 名 担当班 集 合 場 所 

三井第 1 弟 2公園 

萱島東緑路公園 

池田けやき公園 

池田せせらぎ公園 

葛原新町公園 

春日どんぐり公園 

打上治水公園 

1・2・5 

7・10 

8・9・

11 

8・9・

11 

8・9 
11 

第 1 公園 

市民体育館入口 

 

池田せせらぎ公園 

 

 

観音橋バス停付近 

夢

 

中

 

人

 

紹

 

介

 

※別途案内配布 

松心会館にて  10 時 30 分受付開始 

新しい年を元気にスタートいたしましょう 

皆様のご参加をお待ちいたしております 

 

寝

屋

川

竹

炭

づ

く

り

の

会

の

代

表

を

さ

れ

て

い

ま

す

、 

１

班

の

田

淵

健

二

さ

ん

を

ご

紹

介

い

た

し

ま

す

。 

 
 

田

淵

さ

ん

は

、

地

区

委

員

を

さ

れ

て

い

た

平

成

十

五

年

に

地

区

委

員

・

家

族

有

志

で

【

交

野

竹

炭

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

】

に

体

験

参

加

さ

れ

て

こ

と

が

き

っ

か

け

で

し

た

。 

現

寝

屋

川

市

議

会

議

員

の

松

本

議

員

と

共

に

平

成

十

七

年

に

寝

屋

川

に

も

活

動

を

ス

タ

ー

ト

さ

れ

た

設

立

時

の

メ

ン

バ

ー

で

す

。

 
 

 

え

切

れ

な

い

団

体

の

世

話

役

を

さ

れ

て

い

ま

す

。 

こ

れ

ら

の

団

体

の

会

報

・

活

動

記

録

の

作

成

も

さ

れ

、

寝

屋

川

支

部

に

お

い

て

も

、

映

像

と

マ

ジ

ッ

ク

の

同

好

会

の

世

話

役

と

多

彩

な

才

能

を

発

揮

さ

れ

お

持

ち

の

手

帳

を

拝

見

す

る

と

一

ヶ

月

の

予

定

は

ビ

ッ

シ

リ

と

詰

っ

て

お

り

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

、

社

会

貢

献

と

自

身

の

健

康

増

進

や

人

と

の

ふ

れ

あ

い

に

よ

る

生

き

甲

斐

を

見

出

し

頑

張

っ

て

お

ら

れ

ま

す

。 

秋玄寺の十三仏板碑 大念寺の十三仏板碑 

現

在

で

は

、

代

表

と

し

て

竹

炭

づ

く

り

の

会

の

運

営

は

も

と

よ

り

会

報

、

活

動

記

録

の

作

成

も

ご

自

宅

の

書

斎

で

退

職

後

、

始

め

ら

れ

た

パ

ソ

コ

ン

技

能

を

駆

使

し

て

作

成

さ

れ

て

い

ま

す

。 

ち

な

み

に

、

パ

ソ

コ

ン

５

台

プ

リ

ン

タ

ー

５

台

と

書

斎

は

小

さ

な

印

刷

工

房

の

様

で

す

。 
ま

た

、

竹

炭

づ

く

り

だ

け

で

は

な

く

、

オ

ー

デ

ィ

オ

・

カ

メ

ラ

と

多

彩

ご

趣

味

を

持

っ

て

お

ら

れ

ま

す

。 

ご

自

宅

の

居

間

に

は

懐

か

し

い

オ

ー

デ

ィ

オ

・

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

・

歴

代

の

一

眼

レ

フ

カ

メ

ラ

が

所

狭

ま

し

と

飾

ら

れ

て

お

り

、

小

さ

な

博

物

館

に

足

を

踏

み

入

れ

た

よ

う

で

マ

ニ

ア

に

は

、

時

間

を

忘

れ

さ

せ

て

く

れ

る

空

間

で

す

。

 
 

 

田

淵

さ

ん

は

、

竹

炭

づ

く

り

の

会

以

外

で

も

、

退

職

事

業

場

の

Ｏ

Ｂ

会

な

ど

両

手

で

は

数

新

会

員

懇

談

会

新

会

員

懇

談

会

新

会

員

懇

談

会

新

会

員

懇

談

会

をををを

開

催

開

催

開

催

開

催

    

 

9
月

25
日

（

土

）

松

心

会

館

に

て

新

会

員

10
名

が

参

加

さ

れ

ま

し

た

。

中

西

支

部

長

か

ら

支

部

現

況

説

明

の

後

、

支

部

行

事

の

紹

介

を

し

ま

し

た

。

積

極

的

な

行

事

参

加

を

お

願

い

し

ま

す

。 

 

新会員の皆さん 

竹炭の出来はどうかな？ 田淵健二さん 

AV 機器群 
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元

気

元

気

元

気

元

気

サ

ー

ク

ル

サ

ー

ク

ル

サ

ー

ク

ル

サ

ー

ク

ル

同

好

会

同

好

会

同

好

会

同

好

会

    

 

「

太

極

拳

元

気

サ

ー

ク

ル

」

は

、

会

員

で

あ

る

上

岡

先

生

の

熱

心

な

ご

指

導

の

も

と

、

４０

名

近

い

会

員

が

水

曜

日

と

土

曜

日

に

分

か

れ

毎

週

楽

し

い

雰

囲

気

の

中

、

自

ら

の

健

康

と

元

気

な

毎

日

を

過

ご

す

為

、

汗

を

流

し

て

い

ま

す

。 

 

又

「

元

気

サ

ー

ク

ル

太

極

拳

」

は

、

年

４

回

の

行

事

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

２

月

は

「

新

春

演

武

会

」

で

日

頃

の

練

習

成

果

を

披

露

す

る

と

共

に

新

年

会

を

行

い

ま

す

。

 
 

 

 
 

４

月

は

野

外

研

修

会

に

て

「

お

花

見

太

極

拳

」

、

５

月

は

地

域

社

会

行

事

の

「

東

コ

ミ

セ

ン

祭

り

」

に

出

演

し

地

域

と

の

交

流

を

図

っ

て

い

ま

す

。

１２

月

は

一

泊

で

「

合

宿

・

忘

年

会

バ

ス

旅

行

」

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

皆

様

の

ご

入

会

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。 

 

友

呂

岐

会

は

支

部

の

イ

ベ

ン

ト

行

事

と

し

て

早

や

第

50
回

を

迎

え

る

事

に

成

り

ま

し

た

。

会

を

育

て

て

頂

き

ま

し

た

諸

先

輩

の

方

々

・

ご

参

加

を

頂

き

ま

し

た

方

々

に

感

謝

を

申

し

上

げ

ま

す

。

今

回

は

第

50
回

の

記

念

イ

ベ

ン

ト

と

し

て

１

０

３

名

と

多

く

の

皆

様

に

参

加

を

頂

き

、

歴

史

・

伝

統

の

有

る

備

前

焼

の

窯

元

を

訪

ね

て

焼

物

の

実

態

を

中

心

に

見

学

・

勉

強

の

旅

に

さ

あ

出

発

。

 
 
 

 
 

主

目

的

地

の

備

州

窯

で

は

責

任

者

の

方

か

ら

備

前

焼

が

出

来

る

迄

の

工

程

を

説

明

頂

き

参

加

者

の

全

員

が

感

動

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

又

、

記

念

に

と

多

く

の

方

々

が

備

前

焼

を

購

入

さ

れ

て

い

ま

し

た

。 

 

次

の

目

的

地

牛

窓

で

は

オ

第

50

回

友

呂

岐

会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

マ

ジ

ッ

ク

マ

ジ

ッ

ク

マ

ジ

ッ

ク

マ

ジ

ッ

ク

同

好

会

同

好

会

同

好

会

同

好

会

    

マ

ジ

ッ

ク

同

好

会

も

今

年

９

周

年

を

迎

え

、

出

演

依

頼

も

年

々

増

え

て

来

て

お

り

ま

す

。

例

え

ば

「

サ

ン

セ

ー

ル

香

里

園

」

か

ら

は

、

３

ヶ

月

に

一

度

、

定

期

的

に

来

て

ほ

し

い

と

の

依

頼

や

、

会

員

各

人

に

も

自

治

会

や

老

人

会

か

ら

の

出

演

依

頼

も

あ

り

、

モ

テ

・

モ

テ

の

状

況

で

喜

ん

で

お

り

ま

す

。 

同

好

会

の

会

員

も

、

現

在

１２

名

（

女

性

４

名

）

で

楽

し

く

、

ボ

ケ

防

止

に

な

る

と

張

り

切

っ

て

お

り

ま

す

。 

マ

ジ

ッ

ク

の

指

導

は

、

曾

崎

七

郎

先

生

で

す

。

ま

た

世

話

役

は

田

淵

健

二

さ

ん

と

、

八

木

俊

孝

さ

ん

の

両

名

で

す

。

こ

れ

か

ら

も

皆

様

方

が

楽

し

ん

で

頂

け

る

会

に

し

た

い

と

日

々

腕

を

磨

い

て

い

ま

す

。

 
 

 
 

 
 

 

リ

ー

ブ

園

の

丘

か

ら

瀬

戸

内

海

の

絶

景

を

望

む

事

が

出

来

皆

様

堪

能

を

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

昼

食

は

牛

窓

に

有

り

ま

す

ホ

テ

ル

・

リ

マ

ー

ニ

で

港

風

景

を

観

覧

し

な

が

ら

楽

し

く

頂

く

事

が

出

来

ま

し

た

。

 
 

最

終

の

目

的

地

、

キ

リ

ン

ビ

ア

パ

ー

ク

岡

山

工

場

で

は

見

学

と

試

飲

を

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

美

味

し

さ

の

余

り

何

杯

も

お

代

わ

り

を

さ

れ

て

い

た

方

も

居

ら

れ

ま

し

た

。

 

 

帰

路

へ

向

い

順

調

走

行

で

進

ん

で

お

り

し

た

が

事

故

渋

滞

に

遭

遇

し

た

た

め

帰

着

が

１

時

間

程

遅

れ

ま

し

た

が

、

寛

容

に

受

入

れ

て

頂

き

ま

し

た

。

有

難

う

御

座

い

ま

す

。 

尚

、

友

呂

岐

会

に

付

き

ま

し

て

本

来

の

勉

強

会

を

主

と

し

た

主

旨

か

ら

外

れ

て

い

る

と

の

ご

指

摘

も

有

り

ま

す

の

で

50
回

を

契

機

に

見

直

し

を

進

め

て

参

り

ま

す

。
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第

一

二

七

回

史

跡

巡

り

 

夏

の

暑

さ

が

色

濃

く

残

る

９

月

27
日(

木)

Ｊ

Ｒ

藤

阪

駅

前

に

36
名

の

参

加

者

が

集

合

し

「

第

127
回

史

跡

巡

り

」

枚

方

市

内

パ

ー

ト

13
の

コ

ー

ス

へ

出

発

し

た

。

当

日

は

絶

好

の

晴

天

で

冷

た

い

飲

み

物

に

癒

さ

れ

な

が

ら

、

歩

行

距

離

約

５

Ｋ

ｍ

の

史

跡

巡

り

と

な

っ

た

。 

コ

ー

ス

は

藤

阪

駅

周

辺

か

ら

長

尾

駅

方

面

へ

か

け

て

の

神

社

仏

閣

や

名

所

旧

跡

９

箇

所

と

、

お

地

蔵

様

３

箇

所

巡

り

で

あ

っ

た

。

い

ず

れ

も

由

緒

が

あ

り

古

い

歴

史

の

史

跡

ば

か

り

で

あ

っ

た

。 

今

回

の

目

玉

は

枚

方

市

立

旧

田

中

家

鋳

物

民

族

資

料

館

の

見

学

で

あ

っ

た

。

場

所

は

王

仁

公

園

プ

ー

ル

の

南

側

に

あ

り

、

大

阪

府

指

定

文

化

財

の

国

内

で

た

だ

一

つ

の

江

戸

時

代

の

姿

を

残

す

鋳

物

工

場

の

溶

解

炉

設

備

や

鋳

型

等

を

見

学

し

た

。

案

内

の

学

芸

員

の

方

よ

り

専

門

資

料

館

と

し

て

の

詳

し

い

解

説

も

受

け

、

古

来

よ

り

の

日

本

の

優

秀

な

鋳

物

技

術

を

理

解

し

た

。 

又

、

大

阪

府

有

形

文

化

財

の

旧

田

中

家

住

宅

で

は

鋳

物

師

の

住

宅

内

で

む

か

し

使

わ

れ

て

い

た

生

活

用

具

等

を

手

に

取

り

、

子

供

の

頃

の

生

活

様

式

を

懐

か

し

ん

だ

。 

 
 

遺

跡

で

発

掘

さ

れ

た

弥

生

時

代

中

期

の

竪

穴

住

居

跡

を

モ

デ

ル

に

復

元

さ

れ

た

茅

葺

き

屋

根

の

復

元

住

居

も

あ

り

、

直

径

８

・

５

ｍ

、

高

さ

５

ｍ

の

内

部

に

全

員

が

入

り

、

以

外

と

広

い

が

真

っ

暗

な

空

間

で

弥

生

時

代

の

住

居

体

験

を

し

て

、

現

代

の

灯

り

の

有

り

難

さ

を

痛

感

し

た

。 

 
 

学芸員による鋳物工場解説 復元された弥生式住居跡 

毎年４月のお花見太極拳 

楢崎先生の下、腕を磨く 

同

好

会

紹

介

 

窯元の備前焼工程説明 

キリンビール岡山工場 
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  健康と生き甲斐をもとめ元気に活動する

寝　屋　川　支　部　同　好　会 電話市外局番 ： 072

　

同好会 実施日時 場　所 指　導　者 活　　動　　内　　容 会費等 世話役

カラオケ

毎月１回

第２水曜日

13:15～17:00

西高齢者

福祉センター

会員同士

 メンバー相互の親睦を図ることを目的に

 得意な歌を唄いカラオケの上達を目指す

会費

当面なし

嶋田　孝美

830-2110

ＮＰＣ

同好会

パソコン

毎月１回

第1水曜日

9:30～12:00

清水ビル２階

寝屋川あいの会

パソコン教室

持ち回り

 パソコンを楽しむ

 　◎各種ソフトの活用と応用

年会費

6,000円

東　隼人

826-1975

ＮＰＣ

バーディ会

パソコン

毎月１回

第3火曜日

13:30～16:30

ふらっとねやがわ 会員

 お楽しみ・お遊びソフトから技術用ソフトと

 多種多様なソフトを使って楽しんでおります。

年会費

6,000円

榎本　文夫

824-1926

寝屋川

球友会

ゴルフ

年3回

（4・7.10月頃）

平日

優勝者・ＢＢ者

世話役で

決定する

 *第32回コンペ

4月頃詳細後日連絡

　

入会金

2,000円

他各自負担

池田　眞也

820-6566

元気サークル

（太極拳）

毎週水曜日

10：00～11：45

――――――

毎週土曜日

10:00～11:45

保健福祉ｾﾝﾀｰ

5階多目的ホール

上岡　博

 * 楊式太極拳の練習

　　ゆっくりとした呼吸と動作で、健康の維持と

　　ストレスの解消を図る。

 * 野外練習と一泊での合宿研修もあり

 * 親睦会は新年会・忘年会etc

 * 新会員の入会を歓迎します

3ヶ月

5,000円

中西喜代志

823-7788

映　像

毎月１回

第2金曜日

13:30～15:30

市民会館

4階こども室

竹田　幸男

 1)　ビデオ撮影のテクニックとコツを学ぶ

 2)　撮影会の実施・編集作品の総合鑑賞

　　◎貴方の撮ったビデオの編集のお手伝い

　　◎ビデオ・写真で自分史を作りませんか

入会金

3,000円

年会費

3,000円

田淵　健二

831-4077

絵　画

毎月２回

第2・4水曜日

13:00～16:00

総合センター

4階講義室

野村　導治

 * 楽しみながら初歩から丁寧に教えます

　　◎水彩画・絵手紙・油絵

 * 画材は都度持ち帰り、時には自然の景色を

　 写生するなど、楽しくやっています。

入会金

2,000円

毎月

2,000円

北岡守

826-8729

マジック

毎月１回

第１水曜日

13:30～15:30

香里自治会館 曽崎　七郎

 * 家族・友人に手軽に披露

 *　ﾁﾗｼ・ﾛｰﾌﾟ・ﾊﾝｶﾁ・ﾄﾗﾝﾌﾟ・・・・・など

　　身近な材料で人気者！

 *　練習が全て、楽しく和やかな会です。

入会金

1,000円

毎月

1,000円

八木　俊孝

833-1861

２０１２年度　　寝屋川支部　　世話役

氏　　名 役　職　 電　話・FAX 窓　口 担　　当　・　行　　事

中西喜代志 支部長 823 - 7788 総括・松愛会役員会・

宮田　正伸 副支部長 828 - 2721 総括助成・年次支部総会Ⓡ・新春懇親会・支部名簿管理者・改革推進Ⓡ

山元　隆司 副支部長 826 - 4495 絵画 会計・友呂岐会Ⓡ新会員懇談会・レクリェーション・社会貢献・改革推進

鈴木　欣也 １班 地区委員 834 - 5255 映像 新春懇親会Ⓡ・史跡巡り・寝屋川便り

後藤　　　茂 ２班 地区委員 834 - 3035 会報ﾚﾎﾟｰﾀｰ・寝屋川便りⓇ・名札管理Ⓡ・史跡巡り

南場　孝次 ３班 地区委員 834 - 2609 マジック S.S会員名簿Ⓡ・新春懇親会・年次支部総会

北口　喜之 ４班 地区委員 832 - 6128 年次支部総会・新会員懇談会・社会貢献・改革推進・寝屋川便り

池田　眞也 ５班 地区委員 820 - 6566 ゴルフ レクリェーションⓇ・友呂岐会・寝屋川便り・S.S会員名簿

船越　久士 ６班 地区委員 825 - 1795 ＮＰＣ会 年次支部総会・新会員懇談会・改革推進

吉岡　孝夫 ７班 地区委員 824 - 1294 社会貢献Ⓡ・新春懇親会・年次支部総会・改革推進

上山　秀夫 ８班 地区委員 827 - 8062 史跡巡りⓇ・友呂岐会・レクリエーション・社会貢献

山元　隆司 ９班 地区委員 826 - 4495 絵画 副支部長地区委員兼務

西山　秀美 １０班 地区委員 824 - 6334 新会員懇談会Ⓡ・友呂岐会・レクリェーション・社会貢献

小川　秀和 １１班 地区委員 090-9705-0054 元気・カラオケ 新春懇親会・史跡巡り・社会貢献・改革推進

ホームページ委員  　責任者　 ：　 藤田常豊（ホームページ委員長）  828 - 7053

　　　　　　　　　　　　　　委　員   ：  吉岡孝夫(地区委員)　824 - 1294　榎本文夫（6班） 824 - 1926　柳生守義（10班） 825 - 3625　　

                                           小川　秀和(地区委員)　090-9705-0054
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